
 

 

 

 
  

   日の出町では、認知症になっても本人の意思が尊重され、できる限り住み慣れた地域で 

暮らし続けることが出来るよう、認知症の人やその家族に早期に関わる「認知症初期集中 

支援チーム」を設置しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認知症になっても大丈夫と思えるまちに 

認知症初期集中支援チーム 
 

認知症の方やそのご家族に早期に関わり支援を行うチームで

す。認知症の知識を持つ医師、看護師、社会福祉士など医療や 

福祉、介護の専門職で構成されるチームです。 

日の出町の委託により運営されています。 

 

相談から支援までの流れ 

日の出町「ひのでちゃん」 

 

認知症初期集中支援チームとは？ 

①本人や家族、民生委員、ケアマネジャーなどから相談を受け、認知症の早期

診断、早期対応を目的として必要な支援を行います。 

②ご自宅を訪問して、認知機能の低下により、どのようなサポートが必要なの

か確認します。 

③必要な支援やサービスにつなげるために概ね 6 カ月間、集中的に状態に応

じた対応やアドバイスを行います。 
 

※「初期集中」の初期とは、認知症の早期段階という意味ではなく、認知症の 

 人への関わりの初期という意味です。 

 
 

どんなサポートをしてくれるの？ 

自宅で生活している 40歳以上の認知症が疑われる人や認知症の人で 

・認知症診断を受けていない、または治療を中断している 

・認知症に関わる医療や介護サービスを受けていない 

・サービス等を受けているが、認知症による症状が強く、対応に困っている 

 

対象になる人は？ 

問合せ  日の出町役場 高齢支援係 
      597-0511 内線 382 



認知症初期集中支援チーム  支援のながれ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認知症かな？ 

どうすればよいのかな？ 

と思ったら 

先ずは 相談 

＊役場 高齢支援係 

 認知症地域支援推進員 

597-0511 内 382 

 

＊日の出町包括支援センター 

597-2200 

 

＊日の出町 

認知症疾患医療センター 

597-1119(直通) 

 

 家庭訪問 

認知症初期集中支援チームが

ご自宅を訪問して、お話を伺

います。 

チームとしてどのような支援

が適切であるか考えます。 

 

 サポート・調整 

・必要に応じて専門医療機関への受診促しや調整 

・必要な支援や介護サービスの検討・調整 

・認知症の症状に応じた対応や日常生活などの 

アドバイス 

 

たとえば・・・ 

・置き忘れ、しまい忘れが増えて、いつも探し物 

をしている 

・数分前と同じことを言ったり聞いたりする 

・元気が無い様子、家事や外出をしなくなった 

・なんとなく不安げな様子、笑顔が無くなった 

・運転が不安、車のキズなどが増えた 

・慣れた所で道に迷う。 

・ささいなことで怒りっぽくなり、人柄がかわった 

・約束の日時や約束したことを忘れる 

・同じものばかり買ってくる 

・身だしなみを構わなくなった 

・気になる症状があり、病院へ行くことを勧めるが 

いやがる 

・普段から相談できるかかりつけ医がいない 

・近所の人で認知症のような症状が有り心配 

 

 支援終了 

集中的な支援は、概

ね 6 カ月で終了し、

関係機関へ引継ぎを

します。 

 

 


